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U６－１ 「～だったらいいのに」 現実とは異なる願望  

 

I   can   go to school 

I wish
～だったらいいのに

  I  could   go to school.  

（私は学校に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。） 

I   have    pens and notebooks. 

I wish    I   had    pens and notebooks. 

（私にペンとノートが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。） 

～できたらいいのに I wish I could ＋動詞の原形 

～だったらいいのに 
I wish I were … 

※ふつうは I was…となるはずだが、仮定法の場合は   

wereがよく使われる。 

（１）たくさんの言語が話せたらいいのにな。 

I wish I (                    ) speak many languages. 

（２）もっと遊ぶ時間があればいいのにな。（遊ぶ時間をもっていればいいのにな） 

I (                    ) I (                    ) more time to play. 

（３）私が天才(genius)だったらいいのにな 

(                    )(                    ) I (                    ) a genius. 

「～だったらいいのに」と、現実とは異なる願望について述べる「仮定法」では、 

I wish ＋S【主語】V【（助）動詞】. 

となる。このときＳＶのＶは＿＿＿＿＿＿＿形になる。 
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U６－２ 「もし～なら、・・・なのに」 現実とは異なることを仮定する 

If I were you,  I would ask my friends for help. 

（もしわたしが＿＿＿＿＿＿＿＿、友達に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

 

 Aと B の文を日本語に直してください。 

A  If  it  is   sunny tomorrow,  I will     go fishing. 

 

 

B  If  it  were  sunny today,   I would   go fishing. 

 

 

 

 

☆A は「明日晴れる可能性がある」ので、if 節の動詞 is は「       形」。 

 

☆B は「今日の天気は（     ）が、もし晴れていたら・・・」というように、

現実とは異なる状況を仮定している。 

このようなときは if 節の動詞は「      形」（be 動詞は       ） 

になり、後半「～するでしょう」の部分は will の過去形の would を使う。 

 

☆後半は could「～できるでしょう」となることも多い。 

 

 現実とは異なる状況を仮定して言うときは、 

 

If + 主語 ＋ 動詞の過去形   ， 主語 ＋ would か could ＋ 動詞の原形 

              (be 動詞は were) 

の形になる。 
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U６－３ 「もし～なら、・・・なのに」 現実とは異なることを仮定する② 

 

If I had a school backpack, I would donate it. 

（もしわたしがランドセルを                        、寄付                 。） 

 

 

＿＿＿＿の語を適切な形に変えなさい。 

(1) Meg is in Australia now.  

If I live there, we can play badminton together. 

 

(           )   (           ) 

(2) I want to know her phone number.  

If I know her number, I will call her. 

 

(          )       (              ) 

✐

If I 

 現実とは異なる状況を仮定して言うときは、 

 

If + 主語 ＋ 動詞の過去形   ， 主語 ＋ would か could ＋ 動詞の原形 

(be 動詞は were) 

の形になる。 
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U６－4 主語を説明する関係代名詞 

 

This
【主語】これは

 is
【動詞】～です

 a picture that I found on the internet. 

 

Many things
【主語）多くのものは

 that we see every day comes
【動詞】来ています

 from overseas. 

 

 

 

関係代名詞を使って文を作り、その意味を考えよう。 

(1) the gifts / I brought from Japan / made my friends happy 

英 

日 

 

 

(2) the new zoo / opened last month / is popular 

英 

日 

 主語に説明を加える場合、主語と動詞の間に関係代名詞の節が入り込む形になる。 


